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受
章
さ
れ
た

11
月

3

日
、
東
京
（
帝
国
ホ
テ
ル
）

と
グ
ラ
ン
ト
ワ
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
ぶ
お
祝
い
の
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

益
田
市
長
、
津
和
野
町

長
、
吉
賀
町
長
、
を
は
じ

め
地
元
の
関
係
者
、
グ
ラ

ン
ト
ワ
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
約
100
名
。
司
会
・
進

行
（
グ
ラ
ン
ト
ワ
）
乾
杯
、

お
祝
い
の
言
葉
・
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
あ
り
、
東
京
か
ら

映
像
を
通
し
て
文
化
勲
章

の
ご
披
露
、「
今
後
も
頑
張

っ
て
活
動
す
る
」
と
の
お

言
葉
が
セ
ン
タ
ー
長
よ
り

あ
り
、
最
後
に
東
京
か
ら

の
先
生
の
映
像
を
囲
ん
で

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。 

文化勲章受章おめでとうございます 

  澄 川 喜 一 センター長 

「
記
念
植
樹
」「
記
念
碑
除
幕
」 

１２
月
１５
日 

グ
ラ
ン
ト
ワ
で
は
、「
記
念

植
樹
」
と
「
記
念
碑
」
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
記
念
樹
は
、
出
生
地
の
吉
賀

町
の
町
の
木
「
コ
ウ
ヤ
マ
キ
」
（
高
野
槙
）

（
約
１３０
セ
ン
チ
）
。
植
樹
・
記
念
碑
の
場

所
は
、
正
面
入
り
口
東
側
で
す
。
記
念
樹

と
記
念
碑
は
澄
川
喜
一
氏
（
セ
ン
タ
ー
長
）

の
文
化
勲
章
の
栄
誉
を
讃
え
て
、
ま
た
郷

土
の
誇
り
と
し
て
末
永
く
伝
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

 
 

石
見
美
術
館
で
の
作
品
展 

１２
月
か
ら
２
月
ま
で 

澄
川
喜
一
作
品
展
を
展
示
室
C
で
開
催
。 

先
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
メ
ン
バ
ー
（
約
20
名
）
が
作
品
に
つ
い
て
の

解
説
を
聞
き
ま
し
た
。『
そ
り
の
あ
る
か
た
ち
』
に
つ
い
て
「
木
の
声
を
聴

き
な
が
ら
作
っ
て
い
く
」
と
い
う
お
話
に
感
銘
。 

 

受
賞
記
念
特
集
号 



 
「
受
章
記
念
」
お
祝
い
の
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
と
の
お
祝
い
の
セ
レ

モ
ニ
ー
を
１２
月
１５
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ポ

ニ
イ
」
で
開
催
。
事
務
局
上
野
さ
ん
の
進
行

の
も
と
「
花
束
贈
呈
、
乾
杯
、
お
祝
い
の
言

葉
、
会
食
、
懇
談
、
記
念
撮
影
」
と
和
や
か

な
会
合
で
し
た
。
（
参
加
者
２０
名
余
。
） 

澄
川
喜
一
セ
ン
タ
ー
長
に
は
、
お
会
い
す

る
た
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
へ
温
か
い
激

励
の
言
葉
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
文

化
勲
章
の
栄
誉
に
輝
く
先
生
の
下
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

澄
川
セ
ン
タ
ー
長
と
の
懇
談
会 

 

グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
15
周
年
に
あ
た
る
昨

年
10
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
会
長
と
数

名
が
セ
ン
タ
ー
長
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま

し
た
。 

グ
ラ
ン
ト
ワ
が
地
域
の
文
化
の
向
上
や

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
感
謝
と
激
励

の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
懇
談
会
の
後

に
寄
贈
さ
れ
た
石
材
作
品
の
紹
介
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

（
作
品
は
建
物
周
辺
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
） 

あ 

と 

が 

き 

 
 

 1
7
6
7
年
、
11
歳
の
少
年
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
は
故
郷
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
か
ら
父

親
レ
オ
ポ
ル
ト
に
連
れ
ら
れ
て
、
姉
ナ
ン

ネ
ル
と
帝
都
ウ
ィ
ー
ン
に
旅
立
ち
ま
す
。

ウ
ィ
ー
ン
で
は
天
然
痘
が
大
流
行
し
て

い
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
感
染
し
危
険
な

状
態
と
な
り
ま
し
た
。
医
療
も
未
発
達
な

時
代
、
「
神
に
祈
る
し
か
な
い
」
と
い
う

状
況
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
少
年
は

幸
い
奇
跡
的
に
回
復
し
ま
し
た
。
こ
の
天

然
痘
、
人
類
が
今
ま
で
に
撲
滅
さ
せ
る
こ

と
の
で
き
た
唯
一
の
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
世
界
中
で

人
々
の
日
常
を
奪
っ
て
い
ま
す
が
、
通
常

の
風
邪
を
引
き
起
こ
す
既
存
の
ヒ
ト
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
よ
う
に
定
着
す
る
ま

で
に
10
年
程
度
が
見
込
ま
れ
て
い
て
、
そ

の
頃
に
は
死
亡
率
は
低
下
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
下
回
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
い

ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
初
め
て
感
染
す
る

の
で
な
く
、
幼
少
時
の
ほ
と
ん
ど
の
人
の

感
染
で
、
免
疫
を
得
る
こ
と
で
高
齢
者
感

染
の
重
症
化
を
防
げ
る
の
で
す
ね
。 

し
か
し
な
が
ら
国
内
で
も
昨
年
初
め

よ
り
不
安
・
混
乱
・
我
慢
の
時
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
例
え
ば
海
外
旅
行
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
で
考
え
て
み
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
よ
う
に
国
際
線
航
空
便
が
運
航
さ

れ
る
ま
で
に
は
10
年
も
か
か
ら
な
い
。
国

内
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
で
少
し
ず
つ
日
常
レ

ベ
ル
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
、
遅

く
と
も
3
年
か
4
年
後
く
ら
い
に
は
自
由

な
往
来
を
取
り
戻
せ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。 

同
じ
「
非
日
常
」
で
も
グ
ラ
ン
ト
ワ
で
オ

ペ
ラ
や
歌
舞
伎
を
楽
し
ん
だ
り
ポ
ッ
プ

ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
に
興
じ
た
り
す
る
こ
と
は

楽
し
み
多
い
も
の
で
す
が
、
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
で
様
々
の
活
動
の
縮
小
な
ど
が
余
儀
な

く
さ
れ
る
の
は
困
り
も
の
で
す
。
で
も
も
う

少
し
の
辛
抱
で
す
ね
。 
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大 

庭 

明 

博 

こ
の
「
受
章
記
念
特
集
号
」
発
行
に

当
た
っ
て
は
、
飯
塚
哲
也
さ
ん
（
情
報

発
信
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
尽
力
で
、
記
事

文
・
写
真
を
い
た
だ
き
編
集
で
き
ま
し

た
。 


